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総合評価 

漁業現場の課題に即した取り組みで、瀬戸内のみならず他の海域への展開も期待で

きる。事業化のための技術的検証には課題が残るものの、本研究開発において基本的

なフィージビリティスタディが実施されたと評価する。事業化に向けた体制づくりも

進めており今後の進展が期待できる。市場性を含めたビジネスモデルの検討が今後重

要となる。 
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